
ワゴン リ

(ワキ 1000 形式は 75 km まで)およびワム 7はl時速 85 km ま で

の巡l伝が許容され， またワム 90000 形式有がし、 111 (キワム と 町名

称している)は東海道本線， il-I A湯本線，鹿児島本線，;W縦貫線，

;以北本線に限定し ， 11寺速 75 km までの巡;1ほが許容されている。

よ ってこれられ事のみによ って列車を編成すれば運転時間が短

紛され， 貨物の速迷が図られるので， 東海道， 111陽， 鹿児島，

東北，~縦tt~~輸送ilJ:の多い線区には， ワキ迷l立による小口貨

物専HJの列車(すなわちワキ声IJ 11主)が巡転されている。この列車

に11\結されるワキ ， ワムフ ， キワムには}'(lド{HlJ板に燈色の横線

と急行使の表示を行い， 他1'(1事と 区別しあわせで宣伝に供して

いる。(大竹安治)

ワゴン リ (仏)Compagnie Internationale des Wagons-Lits et 

des Grands Express Européens。略称 C. L W. L. , 1 872 年

にアメ リ カを祝揺さしたベノレギ 一人技師ジョ ージ ・ ナゲノレマッカ

ースは， 校台11工事業が使罪11 ・ 快適なサー ピスを提供して旅客か

ら好訴を|悲しており，かつ事業としても大きな収誌をあげてい

ることに着目し ， この事業方式を欧州にも採用するために， ベ

ルギー図王 レオポノレド 2 utの援助の下に Compagnie Internaｭ

tionale des Wagons-Lit s と L 、う 会社を創設した。これがワ

ゴンリの始まりである。設立当初の資本金は 400 万ベノレギー ・

7 ラ γ で ， 58 阿の寝台車をも って 'g業を始めたのであるが， 後

には食堂車をも経営するにいたり， 1883 年には社名を現在のよ

うに改めた。 万国寝台車会社と訳している。

ワゴ γ リは 1883 年に欧州最初jの急行家輩列車 Lオリエント ・

エキスプレス1をパ リ =ライ γI同に西日配したのを手初めに， Lア

}ノレベノレグ ・ オリエ γ ト ・ エキスプレス1， L シムプロ γ ・ オリ

エ γ ト ・ エキスプレス1 . L北の hl1 ， r青い鳥1， r金の矢」等の

著名な~IJ IIIを登場させ， 欧州観光答に喜ばれている。 1925 年に

はド イ ツ系の中欧寝台食堂111会社( ミ トロ パ)と岱業分野を画定

したが， 1930 生下にはワコ γ リは欧 'HI ， アジア， アフリカの 50

以上の鉄道と協定を結び， l~l占的経岱織を獲得することに成功

した。

ワゴンリのおもな業務は， いうまでもなく国際急行列車にお

ける寝台 ・ 食堂サー ビスの舵供にあるが，このほかト ー マス ・

クック ・ ア γ ド ・ サ γ会社 (Thos. Cook & Son, Ltd.) と提携し

て， L ワゴンリ ・ クック J (Wagon-Lits Cook) と称する旅行あ

っ旋機関を作り ， 欧米各国に約 300 の出銭所を設けて，乗車券

および'}:1 1今券発売， ホテノレの予約，両替， 11M人および団体旅行

のあっ旋等を行っている。なお 1925 年以米 7' ，レマ y ・ カー会社

(Pullman Car Co. Ltd . ) と契約を結んでプルマン車を係m した。

資本金はその後のi首資に より 1952 年末現千E約 45 依ベノレギー ・

フランにi主しているが， そのおもな出資者はフランス ・ ナショ

ナノレ欽i岳会社な らびにロ スチャイ ノレ ド である。保有車両数は

1956 年末現在において，寝台車 725， 食堂111346，サロ γ車お

よびフツレマ ;/I!I 66 ， 荷物"1133， 合計 1， 1 70 雨である。

五li/，:~機 l其! としてはパ リに本社を也き，関係諸国に支社・代理

店 . W1民所を設けている。本社は管理， 巡輸， 技術，営業，経

理，干IIì紛の 61市に分れている。なおこ のほか盟主信機関として政

卸会があり，その事務所をプラッセノレに{白いている。

参考文献 Bulletin de l'Union Internationale des Chemins 

de fel' (1 950- 1954 量判。 Stati s tiqu e Internationale des Cheｭ

mins de fel' de !'U. L C. (1956 "f-), WOl'ld Travel ( 1 954 ・

1 2 月号)， (児玉町隆)

わたりせん渡り線 (災)cross over road. single cross over 

並1-，した 2 線路聞に， 互に列車または車両を進出させるため

に， 2 制iの分岐(，f}をもって述給した線路。渡り線は一般に両分
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/づ/
岐古誌が双!liJJ扱(1つのてこて‘両分岐llifが同時に!f!iJ<lになってい

る。またV.n'り紛が上下本線に使用されている場合， 分岐昔J{:7'J\対

1向なるか， 背 1向なるかによって， それそ:h対l白a V.n'り総， 背向渡

り線と称している。このほか目的に よ り渡り総を 2 組交差して

設置した交差渡り紋， 2 線が交差している場合， その線路相互

聞に11工問が移動できるようにした波り線付交差(片 IHlJだけに渡

り線を装置した片側波り総付交差と，両側につけた両IllU渡り線

付交差にわけている)等が使われている。このほか復渡り線，

ìj!交差渡 り線もまれに使われる。以上の渡り線は単転鰍探以外

はいずれも特殊分岐としている。(鳥羽秀雄)

わたりほうしき 渡り方式 (英) transition system 直流直

巻電卸J僚を[江並列 tl"-'街li去によって， 電動総接*îé変更をする途中

の過渡状態の段階を渡りと称する。これには開路渡り法， 短絡

ìI.n'り法および織絡i度り法の 3 つの方 1. IIIl路渡り法

式がある。使宜上 2 個の主電動機を

I江列から~HIJに切換える場合につい 一一----()---\緋-Q---JV件→
て述べる。

1 関路渡り法(図 1) 主電動後

l団絡を一度開放する。その間に主電

動機を並列につなぎ変えたのち再び

回路を|羽成する。この方法は渡りのWJ問中主111 !liJJ後がj!!\ 'í1i.流と

なり ， 再び並列接続となるため衝動がはなはだしいので近時は

τ石戸方サ

~平土台→

ほとんど月札、られない。

2 短絡渡り法 主電動磁のうち半数

またはそれ以下の適当側数を一度短絡し，

つぎにその短絡電動僚を閉路から開放 し

て再びこれを短申告しない電動機に並列に

つな吉かえる。短絡主電!liJJ俊回路に直列

に抵抗が入るか， 否かによりつぎの 2 極

がある。いずれの場合でも電動機短絡の

ため引張力が減る。また渡りのl瞬間に短

絡電動後回路に大きなプレーキ電流が流

2 短絡ìI.Q'り法
(抵抗が入る場合)
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